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�市報の発行日は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）です。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・
　ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ問い合わせてください。
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�
市
役
所
２
階
会
議
室
で

　

平
成　

年
度
の
市
民
税
・
都

１８

民
税
の
申
告
を
３
月　

日（
水
）

１５

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

期
限
間
近
に
な
る
と
受
付
窓

口
が
た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
の

で
、
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
勤
務

先
か
ら
小
平
市

へ
給
与
支
払
報

告
書
の
提
出
が

あ
る
方
や
、
税

務
署
へ
確
定
申

告
を
す
る
方

は
、
市
民
税
・

都
民
税
の
申
告

は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

�
所
得
の
な
か

っ
た
方
も
申
告

を
　

申
告
書
が
届

い
た
方
は
、
平

成　

年
中
に
所

１７
得
が
な
か
っ
た

方
で
も
、
非
課
税
証
明
書
の
発

行
、
国
民
健
康
保
険
税
軽
減
措

置
な
ど
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
告
書
の
裏
面
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

�
申
告
に
必
要
な
も
の

▽
給
与
所
得
の
方
は
、
源
泉
徴

収
票
や
給
与
支
払
明
細
書
な

ど
、
収
入
金
額
の
わ
か
る
書
類

▽
そ
の
他
の
所
得
の
方
は
、
年

金
の
源
泉
徴
収
票
や
収
支
明

細
、
支
払
調
書
な
ど
、
収
入
金

額
の
わ
か
る
書
類

▽
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料

の
控
除
証
明
書
、
国
民
年
金
保

険
料
に
係
る
社
会
保
険
料
控
除

の
書
類
（
年
末
調
整
用
と
し
て

す
で
に
勤
務
先
へ
提
出
し
て
い

る
場
合
は
不
要
）

▽
印
鑑

�
申
告
の
受
付

と　

き　

▽
月
曜
〜
金
曜
日　

午
前
８
時　

分
〜　

時　

分
、

３０

１１

３０

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

▽
３
月
４
日
（
土
）　

午
前
８

時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
２
０
１

会
議
室

※
申
告
書
は
、
東
部
・
西
部
出

張
所
や
郵
送
な
ど
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
２
２

　

所
得
税
の
確
定
申
告
や
医
療

費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
、
寄
付
金
控
除
、
年
の
途

中
で
の
退
職
、
年
末
調
整
を
し

て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
還
付

を
受
け
る
方
は
、
税
務
署
へ
の

申
告
が
必
要
で
す
。

　

３
月
に
入
る
と
混
雑
し
ま
す

の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
市
役
所
で
受
け
付
け
る
市
民

税
・
都
民
税
の
申
告
で
は
、
所

得
税
の
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

 　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

tp://www.nta.go.jp

）
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確

定

申

告

書

が

作

成

で

き

ま

す
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�
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「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
、
税
務
署
提
出

用
の
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
土
地
・
建
物
な
ど
の
譲
渡
所

得
が
あ
る
方
な
ど
、
利
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 
▽
計
算
、
記
入
済
み
の
申
告
書

は
、
郵
送
な
ど
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
提
出
す

る
封
筒
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名

を
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
告
書
の
「
控
」
に
受
付

印
が
必
要
な
方
は
、
切
手
を
は

っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
（
鉛
筆
書
き
の
「
控
」

に
は
受
付
印
を
押
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）

提
出
の
し
か
た
な
ど
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�

▽
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
に
申

告
書
な
ど
を
提
出
す
る
と
き

は
、
税
務
署
正
門
左
側
の
時
間

外
文
書
収
受
箱
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

▽
東
村
山
税
務
署
で
は
、
２
月

　

日
の
日
曜
日
午
前
９
時
〜
正

２６午
、
午
後
１
時
〜
５
時
に
限

り
、
確
定
申
告
書
の
書
き
方
の

ア
ド
バ
イ
ス
お
よ
び
申
告
書
の

受
付
を
行
い
ま
す
（
そ
の
他
の

業
務
は
行
い
ま
せ
ん
）

▽
所
得
税
・
贈
与
税
の
申
告
と

納
税
は
３
月　

日
（
水
）
ま
で

１５

で
す

▽
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申

告
と
納
税
は
３
月　

日
（
金
）

３１

ま
で
で
す

 
▽
税
務
署
で
は
申
告
書
作
成
会

場
を
設
け
、
確
定
申
告
書
の
書

き
方
に
疑
問
な
ど
が
あ
る
方
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す

▽
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
く
だ

申
告
の
ご
相
談
は
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�
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さ
い
。
納
税
者
の
依
頼
に
よ
る

税
務
代
理
・
税
務
書
類
の
作
成
・

税
務
相
談
な
ど
は
、
資
格
の
な

い
人
に
は
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
正
規
の
税
理
士

に
依
頼
し
ま
し
ょ
う

問
合
せ　

東
村
山
税
務
署
（
〒

　

�
８
５
５
５  
東
村
山
市
本

１８９町
１
�　

�　

）
�　

（
３
９

２０

２２

０４２

４
）
６
８
１
１

 　

税
理
士
会
と
の
共
催
で
、
広

域
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
還
付
申
告
書
の
受
付
（
預

か
り
）、
所
得
税
の
申
告
用
紙

の
配
布
、
還
付
申
告
書
の
書
き

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す

（
土
地
や
建
物
な
ど
の
売
却
に

よ
る
譲
渡
所
得
が
あ
る
方
を
除

く
）。

と　

き　

２
月　

日
（
火
）
〜

２１

　

日
（
木
）　

午
前　

時
〜
午

２３

１０

広
域
還
付
申
告

セ
ン
タ
ー
を
開
設

 　

平
成　

年
中
（
平
成　

年
１

１７

１７

月
か
ら　

月
ま
で
）
に
個
人
で

１２

事
業
を
営
ん
で
い
た
事
業
主

は
、
そ
の
所
得
に
つ
い
て
申
告

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
所
得

税
の
確
定
申
告
や
市
民
税
・
都

民
税
の
申
告
を
す
る
方
は
、
個

人
事
業
税
の
申
告
書
を
提
出
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
特
に

申
告
す
べ
き
事
項
が
あ
る
方

は
、
確
定
申
告
書
の
中
に
あ
る

「
事
業
税
に
関
す
る
事
項
」
欄

に
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

東
京
都
立
川
都
税
事

務
所
事
業
税
課
�
０
４
２
（
５

２
３
）
３
１
７
１

 　

子
ど
も
た
ち
が
、
交
通
安
全

教
室
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、

個
人
事
業
税
の

申

告

は

３
月　

日
ま
で
に

１５

交
通
少
年
団
員
募
集

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に

つ
け
、
優
し
さ
と
思
い
や
り
を

持
っ
た
交
通
社
会
人
と
し
て
育

つ
こ
と
を
願
っ
て
、
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
い
っ
し
ょ
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
小
学

３
年
〜
６
年
生

申
込
み　

３
月
１
日
（
月
）
か

ら　

日
（
金
）
ま
で
（
土
曜
・

３１
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
、

問
合
せ
先
へ

※
入
団
式
は
、
４
月
２
日
（
日
）

（
予
定
）。

問
合
せ　

小
平
交
通
安
全
協
会

（
小
平
警
察
署
内
）
�　

（
３

０４２

４
４
）
２
５
４
４
、
小
平
警
察

署
交
通
課
�　

（
３
４
３
）
０

０４２

１
１
０
内
線
４
１
５
２

後
６
時

と
こ
ろ　
　

新
宿
駅
西
口
広
場

JR

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
（　

新
宿

JR

駅
西
口
地
下
）

問
合
せ　

東
村
山
税
務
署
�　
０４２

（
３
９
４
）
６
８
１
１

　

市
の
特
産
品
の
一
つ
で
あ
る

「
う
ど
」
は
、　

種
類
し
か
な

１２

い
日
本
原
産
野
菜
の
一
つ
で
、

新
鮮
な
香
り
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

と
し
た
歯
ざ
わ
り
が
魅
力
で

す
。
こ
の
う
ど
が
旬
を
迎
え
、

お
い
し
さ
を
多
く
の
方
々
に
味

わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
即
売

会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
木
）　

２３

午
前
９
時
か
ら

※
売
り
切
れ
し
だ
い
終
了
。

と
こ
ろ　
　

東
京
む
さ
し
小
平

ＪＡ

支
店
農
産
物
共
同
直
売
所
（
西

武
線
青
梅
街
道
駅
徒
歩
１
分
）

※
箱
売
り
、
地
方
発
送
も
受
け

付
け
ま
す
。

主　

催　

小
平
市
う
ど
生
産
出

荷
組
合

問
合
せ　
　

東
京
む
さ
し
小
平

ＪＡ

支
店
指
導
経
済
課
�　

（
３
４

０４２

８
）
７
２
４
４

 
�
津
田
塾
大
学
交
流
館
プ
ロ
グ

ラ
ム

▽
春
休
み
講
座　

こ
ど
も
英
語

ク
ラ
ブ

と　

き　

３
月　

日（
月
）〜　

２７

３１

日
（
金
）　

午
前
ク
ラ
ス
…
午

前　

時　

分
〜
正
午
、
午
後
ク

１０

３０

ラ
ス
…
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

公

開

講

座

費　

用　

７
千
円

対　

象　

４
月
か
ら
新
中
学
１

年
生
・
新
小
学
５
・
６
年
生
に

な
る
方

定　

員　

各　

人
１２

�
津
田
塾
大
学　

Ｅ
Ｕ
Ｉ
Ｊ

▽
市
場
の
流
動
化
と
社
会
的
結

束　

仏
・
独
・
英
の
諸
相
と
欧

州
統
合
の
現
段
階

と　

き　

３
月　

日
（
月
）　

２０

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

津
田
ホ
ー
ル
会
議
室

（　

千
駄
ヶ
谷
駅
前
）

JR
費　

用　

無
料

定　

員　

百
人

 
申
込
み　

事
前
に
、
津
田
梅
子

記
念
交
流
館
事
務
室
へ
�　
０４２

（
３
４
２
）
５
１
４
６
、
�　
０４２

（
３
４
２
）
５
１
０
９

�
嘉
悦
大
学　

４
月
開
講

▽
デ
ッ
サ
ン

と　

き　

４
月　

日
（
火
）
か

１１

ら　

全　

回
１２

費　

用　

２
万
３
千
円

▽
油
絵　

初
級
・
中
級

と　

き　

４
月　

日
（
土
）
か

１５

ら　

全　

回
１２

費　

用　

３
万
１
千
円

▽
楽
し
い
陶
芸　

基
礎
・
応
用

と　

き　

４
月
６
日（
木
）か
ら

費　

用　

３
万
円（
材
料
費
別
）

�
�
共　

通
�
�

▽
書
道
入
門

と　

き　

４
月
８
日
（
土
）
か

ら　

全　

回
１０

費　

用　

１
万
７
千
円

▽
文
学
入
門
・
太
宰
治

と　

き　

４
月
８
日
（
土
）
か

ら　

全　

回
１０

費　

用　

２
万
円

▽
心
理
学
（
自
分
育
て
）

と　

き　

４
月
８
日
（
土
）
か

ら　

全
４
回

費　

用　

６
千
円

▽
ア
ロ
マ
＆
ハ
ー
ブ
講
座

と　

き　

４
月　

日
（
土
）
か

２２

ら　

全
７
回

費　

用　

１
万
４
千
円
（
材
料

費
別
）

▽
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
入
門

と　

き　

４
月
８
日
（
土
）
か

ら　

全
８
回

費　

用　

１
万
６
千
円

▽
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
話

と　

き　

４
月　

日
（
土
）
か

１５

ら　

全
５
回

費　

用　

６
千
５
百
円

▽
パ
ソ
コ
ン　

基
礎
〜
応
用

と　

き　

４
月
８
日
（
土
）
か

ら　

全　

回
１０

費　

用　

２
万
円

▽
ア
ク
セ
ス　

初
級
〜
中
級

と　

き　

４
月
８
日
（
土
）
か

ら　

全　

回
１０

費　

用　

２
万
円

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

入
門
〜
応

用と　

き　

４
月
８
日
（
土
）
か

ら　

全　

回
１０

費　

用　

２
万
円

※
詳
し
い
資
料
の
請
求
は
、
は

が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
問
合
せ
先
へ
（
無

料
で
送
付
）。

問
合
せ　

嘉
悦
大
学
地
域
・
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
〒　

�
８

１８７

５
７
８　

花
小
金
井
南
町
２
�

８
�
４
）
�
０
４
２
４
（　

）
６６

１
７
１
３
、
�
０
４
２
４
（　

）
６６

３
７
４
１

�
白
梅
学
園
短
期
大
学

▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

（
２
級
課
程
）

費　

用　

入
学
金
２
万
円
、
受

講
料
７
万
円
、
テ
キ
ス
ト
代
６

千
８
百
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①事務・技術系職員

女男全体役　職
１人１５人１６人部 長 お よ び 部 長 相 当 職
３人５２人５５人課 長 お よ び 課 長 相 当 職
１３人４３人５６人課長補佐および課長補佐相当職
２９人１１４人１４３人係 長 お よ び 係 長 相 当 職
１３１人
（１人）

１７５人
（１９人）

３０６人
（２０人）主 任 職

１６６人１２３人２８９人主 事 職

３４３人
（１人）

５２２人
（１９人）

８６５人
（２０人）計

②技能労務系職員

女男全体役　職
０人１人１人統括技能長職
１３人３人１６人技 能 長 職
１７人

（１人）
５人

（５人）
２２人

（６人）技能主任職

６１人４人６５人主 事 職
９１人

（１人）
１３人

（５人）
１０４人
（６人）計
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　地方公務員法の改正を受けて、市

では、平成１７年度から、前年度の人

事行政の運営等の状況を市民の皆さ

んに公表します。

問合せ　職員課�０４２（３４６）９５１４

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政ののののののののののののののののののののののののののののののののの小平市人事行政の
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等ののののののののののののののののののののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況運営等の状況

お知らせします
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�
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３月１５日（水）まで

※（　）内の人数は、再任用短時間勤務職員の外書き人数です。

前年度
比較

平成１７年４
月１日現在
職員数

退職の状況（１６.４.２～１７.４.１）採用の状況
平成１６年４
月１日現在
職員数 計普通等勧奨定年計平成１７年

４月１日

平成１６年４
月２日～１７
年３月３１日

▲１８人
（＋１人）

９６９人
（２６人）

４９人９人
（１７人）

１２人２８人３１人２９人
（１８人）

２人９８７人
（２５人）職員数

※（　）内の人数は、再任用短時間勤務職員の外書き人数です。

�職員採用および退職者の状況（平成１６年４月２日～平成１７年４月１日）

　職員の採用および退職者の状況は、次のとおりです。

備　考採用者受験者１次試験実施日職　　種
平成１６年度採用２人１２６人平成１６年７月２５日一 般 事 務
平成１７年度採用２０人１３１人平成１６年９月１９日一 般 事 務
平成１７年度採用６人６２人平成１６年１２月５日保 育 士
平成１７年度採用３人４４人平成１６年１２月５日保 健 師

３１人３６３人計

２　職員の競争試験の状況

�職員採用試験の実施状況（平成１６年度）

　　平成１６年度に実施した、職員の採用試験の実施状況は次のとおりです。

３　職員の給与の状況

�職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成１７年４月１日現在）

　平成１７年４月１日現在、手当を除い

て職員に支給される給料の１人当たり

の平均支給月額と平均年齢は、右表の

とおりです。

※詳細については、市報平成１７年１２月５日号の「小平市職員の給与」の記事をあわせてご覧ください。
また、「小平市職員の給与」は小平市ホームページの「市政コーナー」でもご覧になれます。

平均年齢平均給料月額区　分

４３歳９月３７５,６０６円一般行政職

４４歳４月３１６,６３１円技能労務職

�休暇等の状況（平成１７年４月１日現在）

　職員の休暇等は、年次休暇、病気休暇、公民権の行使、骨髄移植休暇、結婚

休暇、産前産後休暇、育児時間、出産介護休暇、生理休暇、妊婦の健診等、妊

婦の通勤緩和、忌引、父母の祭日、災害等による交通遮断、長期勤続休暇、ボ

ランティア休暇、夏季休暇、子の看護休暇、介護休暇、育児休業、部分休業な

どがあります。

　なお、年次休暇の平成１６年の平均取得日数は１１.３日です。

�役職別職員数の状況（平成１７年４月１日現在）

　職員の役職別・男女別職員数の状況は次のとおりです。

職員数　計定数外職員数定数内職員数定　　数任命権者
１０人１０人１１人議 会 事 務 局
７５５人１４人７４１人７８８人市 長 部 局
１９６人１９６人２６８人教 育 委 員 会
４人４人４人選 挙 管 理 委 員 会
４人４人４人監 査 事 務 局

（３人）（３人）（３人）農 業 委 員 会
９６９人１４人９５５人１,０７５人計

※（　）の農業委員会の職員は、市長部局の職員が兼務しています。
※定数内職員数は、教育長、臨時および非常勤職員を除いた人数です。また、定数外職員数は、他団
体への派遣職員数です。

１　職員の任免および職員数に関する状況

�任命権者別一般職の職員数の状況（平成１７年４月１日現在）

　条例上の職員定数は市全体で１,０７５人ですが、実際の定数内職員数は９５５人です。

休息時間休憩時間終了時刻開始時刻勤務時間
正午から１５分間、午後３時から１５分間午後０時１５分から４５分間午後５時１５分午前８時３０分週４０時間

※保育園、図書館など不規則な勤務に従事する職員については、勤務時間は週当たり４０時間となる
ように勤務の割り振りを行っています。
※再任用短時間勤務職員の勤務時間は、週当たり３２時間以内です。

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

�職員の勤務時間（平成１７年４月１日現在）

　職員の標準的な勤務時間は、次のとおりです。

違反処分件数内　　　　容区　　分

０件職員は法令等に従い、かつ上司の命令に忠実に従わなけれ
ばなりません職務命令等に従う義務

０件職員はその職の信用を傷つけまたは職全体の不名誉となる
行為をしてはなりません信用失墜行為の禁止

０件職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはなりません守秘義務

０件職員は法令上特別の定めがある場合を除くほか、勤務時間
中全力で職務を遂行しなければなりません職務専念義務

０件職員は政党その他の政治的団体の結成に関与する等の政治
的行為をしてはなりません政治的行為の制限

０件職員は争議行為等が禁止されています争議行為等の禁止

０件職員は許可を受けなければ、営利企業等に従事することが
できません営利企業等の従事制限

６　職員の服務の状況

　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力で職務を遂行し

なければなりません。職員が職務を遂行するにあたり、守るべき義務は次のと

おりです。

主な研修内容等受講者数区　　分
新任および職層別・経験年数別の研修１８２人一般研修

東京市町村
職員研修所 税務科、住民税科、保育士、保育専科、男女共同参画社会形成、民法・

民訴法、図書館科、表計算ソフト応用、データベースソフト入門等１５８人実務研修等

市町村職員中央研修所、東京都職員研修所、全国建設研修センター等１０１人その他派遣研修
階層別、情報セキュリティ、ＬＧＷＡＮ、法制執務、労働安全衛生、男女
共同参画・セクシュアルハラスメント防止、健康講座、汚職等非行防止等１,６１２人独自研修

７　職員の研修および勤務成績の評定の状況

�職員研修の実施状況（平成１６年度）

　職員の能力を開発し、公務能率を向上させ、よりよい市民サービスを提供す

るため、さまざまな研修を行っています。

�勤務評定の実施状況（平成１６年度）

　職員の職務で発揮された能力

などについて、毎年評定を行っ

ています。

年度末係属件数年度中処理件数年度中申立て件数年度当初係属件数
０件０件０件０件

年度末係属件数年度中処理件数年度中申立て件数年度当初係属件数
０件０件０件０件

９　公平委員会の業務の状況

�勤務条件に関する措置の要求の状況（平成１６年度）

　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して市の

当局により適当な措置がとられるべきことを要求することができます。平成１６

年度の要求等の状況は次のとおりです。

�不利益処分に関する不服申立ての状況（平成１６年度）

　職員は、懲戒その他その意に反する不利益な処分を受けたときは、公平委員

会に対して不服申立てができます。平成１６年度の申立て等の状況は次のとおり

です。

懲戒処分分限処分
区分

戒告減給停職免職降給降任休職免職
０件０件０件０件０件０件１７件０件処分件数

※件数は処分の延べ数です。

５　職員の分限および懲戒処分の状況（平成１６年度）

　分限処分は、職員の勤務成績が良くない場合、心身の故障のため職務の遂行

に支障がある場合など、公務能率の維持を目的として、本人の意に反してその

身分に不利益な変動をもたらす処分であり、免職、休職、降任、降給の４種類

があります。

　懲戒処分は、職員が法令に違反した場合、職務上の義務に違反しまたは職務

を怠った場合、全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合に公務員

関係の秩序を維持するため、職員の道義的責任を追及して行う処分であり、免

職、停職、減給、戒告の４種類があります。

　平成１６年度における新たな処分の状況は、次のとおりです。

８　職員の福祉および利益の保護の状況

�福利厚生制度

　職員の福利厚生制度として、地方公務員法第４２条の規定に基づき、小平市職

員互助会を設置し、職員の元気回復、その他福利厚生に関する事業を行ってい

ます。この互助会は、職員の会費および市の負担金などで運営されています。

死亡傷病区分
０件６件公務災害
０件１件通勤災害

受診者数区　　分
７５２人定期健康診断
２０６人ＶＤＴ健康診断
８９人腰痛健康診断
９２人肺がん検診
１３３人胃検診
１６９人大腸がん検診

�健康診断等の実施状況（平成１６年度）

　職員の健康管理のため、毎年、健康診断等を

実施しています。平成１６年度の実施状況は右表

のとおりです。

�公務災害等の状況（平成１６年度）

　公務上または通勤途上の災害により負傷等した場合

には、地方公務員災害補償基金から一定の補償が行わ

れます。平成１６年度の発生状況は右表のとおりです。
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１回評定の回数
８月評定の時期

９０３人（２５人）評定対象人数
※（　）内の人数は、再任用短時間勤務職員の外
書き人数です。

小平市消防団が
　　東京消防庁第八消防方面
　　　　　　　本部長表彰を受賞
　昨年１２月に市内で発生した火災での小平市消防

団の活動に対して、東京消防庁第八消防方面本部

長表彰を受賞し、同本部で２月２日（木）に表彰

式が行われました。

　その報告のため、消防団長が小平消防署長臨席

のもと、市長を訪問しました。
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